
権利擁護支援センターでは
このような事業を行っています。

○住民の方に対して成年後見制度の

　理解を深めていただくための啓発を

　図ります。

○センターの役割や成年後見制度を

　知っていただくため、パンフレッ

　ト等を作成し、広く周知します。

○判断能力に不安のある方の生活や

　財産管理に関する困りごとについ

　ての相談に応じます。

○成年後見制度の利用が必要である

　かを検討し、今後の方向性につい

　て一緒に考えていきます。

○相談内容によって必要な関係機関

　と連携し、安心して生活できるよ

　うお手伝いします。

○成年後見制度の利用が必要な方や、

　そのご家族の方が制度の利用をし

　やすくなるよう、関係機関と連携

　を図りながら解決に向け支援します。

〒 093-0502

佐呂間町字永代町 171-3 佐呂間町老人福祉センター内

社会福祉法人　佐呂間町社会福祉協議会

お 問 合 せ

○家庭裁判の審査に基づき、佐呂間

　町社会福祉協議会が法人として成

　年後見等を受任し、後見業務を行

　います。

○認知症や知的障がい、精神障がい

　などにより、判断能力に不安のあ

　る人と社会福祉協議会が契約を結

　び福祉サービスの利用援助等を行

　うものです。

○本人または親族による適切な金銭

　管理ができない状態となった場合、

　社会福祉協議会が契約を結び、金

　銭管理を行い、安心して生活が営

　めるようにするサービスです。

だれもが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるこ

とができるよう、成年後見制度について広く知っても

らうとともに、一人ひとりに寄り添った支援をします。

佐呂間町
権利擁護支援センター



認知症や知的障がい、精神障がいなど

により、自身では十分な判断をすること

のできない人が、財産の取引などの契約

や各種手続きを行う際に、一方的に不利

な契約を結ばないよう法律面で支援する

とともに、適切な福祉サービスにつなげ

るなど生活面でも支援し、本人の権利や

財産を守ることを目的とした制度です。

　制度には、 と

の２種類があります。

　本人や家族等が家庭裁判所に申立をし、

後見人等が選任されます。判断能力によ

り、 の３つの類型があ

ります。

　将来、判断能力が低下したときに備え

て、財産の管理や自身の生活、療養看護

に関する事務を自分に代わって行う人（任

意後見人）をあらかじめ選び、公証役場

でその内容と方法を契約する制度です。

　認知症や知的障がい、精神障がいなど

により、判断能力に不安のある人と社会

福祉協議会が契約を結び福祉サービスの

利用援助等を行うものです。

①福祉サービス利用援助

②日常的金銭管理サービス

③書類等の預かりサービス

※この事業は本人を代理するような法的権限

　はありません。

本人または親族による適切な金銭管理

ができない状態となった場合、社会福祉

協議会が契約を結び、金銭管理を行い、

安心して生活が営めるようにするサービ

スです。

①日常的金銭管理サービス

②公共料金や病院等に必要な支払いの代行

※この事業は本人を代理するような法的権限

　はありません。

◎ほとんどのことは自分でできるが、手助けがあると安心。

◎重要な財産行為は、誰かに援助してもらう必要がある。

◎物忘れがひどくなって家族の区別もつかなくなってきた。

◎日常的な買い物も自分ではできない。

◎物忘れが多くなってきた。

◎日常的な買い物も自分ではできるが、重要な財産行為はできない。

① 準備 ② 申立 て

☆申立人や成年後見等の

　候補者の検討

☆本人の判断能力や日常

　生活、経済状況の把握

☆申立ての目的、類型と

　後見事務内容の整理

☆判断書の手配、戸籍

　謄本等の準備

☆申立人が本人の住所地

　の家庭裁判所に申立て

※申立てをすることが

　できる人は、本人、配

　偶者、四親等内の親族、

　市区町村長など

日常生活

自立支援事業
◎公共料金等の支払いを忘れる。

◎日常生活に不安がある。

あんしんお預かり
サービス事業

◎本人または親族によるお金の管理が難しい。

◎借金があって自分だけでは整理ができない。

任意後見制度 ◎これからのことが不安。

◎将来支援してくれる人を今のうちに決めたい。

◎ほとんどのことは自分でできるが、手助けがあると安心。

◎重要な財産行為は、誰かに援助してもらう必要がある。

◎物忘れがひどくなって家族の区別もつかなくなってきた。

◎日常的な買い物も自分ではできるが、重要な財産行為はできない。

◎日用品の購入などの行為以外は
　すべて取り消すことができます。
◎本人に代わってすべての契約を
　行います。

◎法律で定められた重要な行為を
　本人が行った場合に、取り消す
　ことができます。
◎家庭裁判所が定めた範囲で、本
　人に代わって契約を行います。

◎家庭裁判所で定めた範囲で本人
　が行った行為を取り消すことが
　できます。
◎家庭裁判所が定めた範囲で、本
　人に代わって契約を行います。

③ 審理 ④ 審判 ⑤ 審判 確 定

2 週間の
異議申立て

☆家庭裁判所による調査

☆審問（必要に応じて）

☆医師による鑑定

　（必要に応じて）

☆申立てた類型の決定、

　成年後見人等の選任と

　内容・範囲の決定

☆必要に応じて成年後

　見等監督人の選任

☆本人と法定後見人に

　審査結果が通知され、

　法定後見開始

☆家庭裁判所への後見

　人等就任時報告

☆関係者への連絡など

法定後見
開始

専 　 門 　 員

生 活 支 援 員

◎本人と社会福祉協議会が
　契約し、日常的な金銭管
　理・支払いのお手伝いを
　します。

◎本人または親族によるお金の管理が難しい。

◎借金があって自分だけでは整理ができない。

◎将来支援してくれる人を今のうちに決めたい。

◎あらかじめ結んでおい
　た契約に基づく法律行
　為を行います。
※任意後見監督人がチェック

　します。

法務局へ
登記

◎本人と社会福祉協議会が
　契約し、日常的な金銭管
　理・適切な金銭管理のお
　手伝いをします。

社 協 職 員


